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第 1 章では現在工業漉過操作に適用されている 3 種の漉過理論の醤油もろみに対する適用性を検
討し，そのうちケーキ漉過方程式が加庄初期の一定期間適用できるが，圧搾操作にあっては鴻過方程
式のみでは解析できないことを認めている。
第 2 章では圧搾理論誘導の手掛りとなるようなケーキ漉過理論， Hermans-Bredee 漉過理論，圧密
論に対する基礎理論を考察し，圧搾理論に対する適用性を検討している。さらにその 4 節では Koze­
ny-Carmann および Ruth の非圧縮性ケーキ層における流体の流動に関する基礎式に圧縮性を加味
した理論修正を行ない，ごれらと圧搾現象との相関から圧搾理論に対する流動の基礎方程式を誘導し
ている。
第 3 章 1 節では圧搾層内における流速分布，空隙率について検討し，圧搾層内部特性は非圧縮性ケ
ーキ層を対象とした場合と極めて異なることを認めている。第 3 章 2 節では圧搾基礎方程式を醤油も
ろみに適用した場合の解析法を述べ，圧搾平均比抵抗は時間と圧力の関数として表わされることを示
し，さらに第 3 章 3 節では平均比抵抗と供給スラリー量，圧力，時間などの操作条件との関係を圧搾
第 1 段と圧搾第 2 段とに分け，それぞれ実験式の形でまとめている。これによって圧縮性泥状スラリ
ーに対し従来の漉過方程式のみでは解析できなかった分野に対する解析および圧搾操作に対する解析
を可能としたことを述べている。









第 7 章ではこれまで行なわれている醤油工業の「しぼり」操作に対し圧搾特性から 2 ， 3 の考察を
試み工業的応用に対する基本的概念について述べている。
総括では以上の各章の結果を要約して述べている。
以上本論文は醸造工業における躍の鴻過圧搾に対する工学的解明を行ない，単なる鴻過方程式のみ
にては処理できないことを明らかにし，圧縮性スラリーとしてその圧搾過程に対する適切な理論式を
誘導し，醤油もろみを対象としてそれによる圧搾特性の解析を行ない工業的醸造隈処理に対する基礎
を確立したもので工学上ならびに工業上貢献するところが大きし、。よって本論文は博士論文として価
イ直あるものと ZZめる。
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